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中学校理科授業における白日調整学習の活用
一学習意欲の向上を目指してー
学習開発コース (12220906) 伊藤大地
本研究の目的は学習意欲向上のため，中学校理科における自己調整学習とその活用の可
能性を探ることである。まず，先行研究の調査及び分析を行ったoそして，教職専門実習 1，
Hでの実践を自己調整学習の側面から分析し，生徒の実態を考察した。その結果，メタ認知
の増強による内面的変化，及びその後引き起こされる行動の外面的ノレーフ。に注目した，自己
調整学習を喚起するための働きかけにより，学習意欲が向上することが明らかとなった。
[キーワード] 中学オ交理科， 自己調整学習，学習意欲の向上，メタ認知， 自己効力感
1 問閣の所症と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
①我が国の理科教育の抱える問題
理数教育の充実は我が国の学校教育における
課題の一つである。経済協力開発機構(OECD)の
PISA調査(209)の結果を見ると，科学的リテラシ
ーは国際的に見て上位である 1)。しかし，科学への
興味・関心や科学の楽しさを感じている生徒の割
合が低いことが課題として挙げられている。我が
国の学校理科においては，知識・理解の面では高い
水準を維持しているが，学習に対する動機づけが
低い水準に留まっていることが示されている。平
成20年改訂中学校学習指導要領では，理数教育の
充実が目標とされ，観察・実験等を充実する時間を
確保し関心や意欲を高めることも重要であるとさ
れている。国際数学・理科教育動向調査(TIMSS201l)
でもPISA調査と間様の傾向がみられた。特に理科
に対する意識の調査結果で， r勉強が楽しいjと回
答した中学生の割合は，依然国際平均よりも低い
状況で、あったO この結果は勉強の楽しさを感じさ
せるという点において，我が国の理科教育充実に
向けた取り組みが十分でないことを示している。
②研究の背景
現在の「学ぶ意欲が低しリとし、う状況を鑑みる
と，今後の理科教育に求められているものは，知識
の記憶と再生に特化した授業の開発ではない。生
徒が自らの意思に基づいて問題解決を図っていく
ような，生徒の「動機づけ」に着目した，自律的な
学習活動を促進するための研究及ひ寝業の開発こ
そが強く求められる。その一方策として理科授業
への白己調整学習(Self-RegulatedLearning)の
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導入が挙げられている。 Zimmerman(200)は「自己
調整学習Jを「学習者が，自分の学習方法，方略の
効果を的確にモニタリングし，メタ認知の内面的
変化から行動の外面的ループを形成させること」
と定義している 2)。このことから，自己調整学習の
成立過程では，学習者は自己の学習を分析し，制御
するという高度な認知行動を要求される。理科教
育の分野でも自己調整学習に関する理論の精微化
が試みられている。森本ら(208)は，自己調整学習
の促進に関して生徒のメタ認知増強の観点から，
中判交及び高等学校の授業を検討した。また，和田
ら(201)は理科における自己調整学習の成立と連
動して達成される科学概念形成について，表象機
能の分析により，認知的側面から精査を行った。こ
れらの研究の成果により，自己調整学習の成立に
関する複雑な内容の一端は解明されつつある。し
かし実際の理科授業に自己調整学習を取り入れ，
その成立過程と教師の働きかけを分析した研究は
十分になされているとは言い難い。
そこで本研究では，次の目的を設定した。
(2)研究の目的
先行研究を元に，動機づけに関わる自己調整学
習等の理論について整理し解明することである。
そして，理論をもとに実践を分析し，学習意欲の
向上を目指し，自己調整学習の理科授業への活用
の可能性を探ることである。
(3)研究の方法
次のような手法で、研究及び実践を行ったO
①自己調整学習を始め，自己効力感等の関連する
先行研究の調査及び分析を行ったO
②先行研究をもとに，教職専門実習 1，Iにおけ
る中学校理科での実践を自己調整学習の側面
から分析した。
G渇の結果をもとに，理科授業における自己調整
学習の実態を考察した。
④以上の結果をもとに，理論と実践を比較しなが
ら，理科授業における自己調整学習のあり方に
ついて検討した。
2 先行研究の検討
(1)自己調整学習と自己効力感の関係
Zimmerman(2008)により，自己調整学習の過程
で自己の学習を振り返らせる際に，自己効力感の
評価を同時に行わせることが提案されている。自
己効力感との相関で，自己分析がより詳細になさ
れるようになる。つまり，自己調整学習では生徒の
自律的な学習活動が営まれるため，その成立過程
を捉える際に生徒の認知的側面，とりわけ「動機づ
け」について理解しなければならないということ
である。本研究では動機づけ研究の中でも，生徒の
自己効力感についても着目した。
(2)自己効力感
①自己効力感とは
Bandura (1977)は自己効力感(self-efficacy)を，
ある具体的な状況において適切な行動を成し遂げ
られるという期待，および確信と定義している。ま
た，自己効力感はある行動がどのような結果につ
ながるのかという期待である結果期待と，ある結
果のために必要な行動をどの程度うまく行うこと
が出来るのかとし1う効力期待に区分される。
仁三コ 同I1'TiIiJ I鴎亡蚕豆コ
↑↑ 
厄通目 白雪日
図1.効力期待と結果期待
また，鈴木(2002)によると自己効力感を生み出
す情報源となるものは，以下の4つに分類される0
.達成体験 :何かの達成や成功の経験
・代理怪験:自分以外の他人の達成や成功の観察
.言語的説得:主に言語的な励まし
・生理的情報:バイオリズム ・気分の高揚等
包理科授業において見られる自己効力感
鈴木(2002)は，理科授業の観察，実験時の自己
効力感に注目している。「観察や実験があるから理
科は嫌いだ。Jとする生徒は，いわゆる科学的探究
の能力及び技能に関する自信を持てていない場合
が多い。科学的探究の能力及び技能に関する自信
のなさとは， I実験がうまくいかなしリや， Iスケ
ッチがうまく描けないjなどが挙げられる。科学
的探究過程に関する知的技能に対して高い自己効
力感を持っている生徒は，粘り強く事象に取り組
むことができる。そのため，納得のいく結果が得ら
れるまで事験，考察に取り組み続け，ついにはやり
遂げる。しかし，科学的探究過程に関する知的技能
に対して低い自己効力感しか持てない生徒は，そ
れらを駆使する科学的な取組みに極めて消極的に
なる。反面，何がわかればいいのかを何よりも早
く知ろうとし，単に覚えていることに固執する傾
向にある。また，そのような生徒は実験で，何を確
かめることで，何がわかるのかが十分にわかって
いたとしても，実験を嫌うことが少なくない。こ
れは，そうした生徒は実験について十分に結果期
待を抱くことができているが，実験は「自分には出
来そうもないj と思ってしまうという，実験を行
うことに対して効力期待を抱くことができない，
自己効力感が低い生徒であると捉えられる。
(3)自己調整学習
①自己調整学習とは
Zimmerman (2000)は「自己調整学習jを「生徒
が，自分の学習方法，方略の効果を的確にモニタリ
ングし，ある学習方略からほかの学習方略を取り
込んで、移行させるなど，自己認知の内面的変化か
ら行動の外面的ループを形成させ，メタ認知，動機
づけ，行動において，自身の学習過程に能動的に関
与させること。」と定義している。
自己調整学習を行う者は，自らを分析し現在
の学習状況に対する認知や学習内容に対する感情
に対して学習行動を自ら選択する。生徒が自己モ
ニタリングを繰り返し，自らの行動を決定する点
で，極めて高度なメタ認知能力が必要とされる。
②自己調整学習のサイクルモデル
自己調整学習の成立は以下のサイクノレモデル
で表すことができる。
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戸両扇裏面吾三戸長三示| 丙房設主主と三間計画|
図2.自己調整学習のサイクノレモデ、ル
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このモデルは Zimmerman(2008)により定義され，
次の4つの相互関係過程が含まれる。 I( i )自己評
価とモニタリング」は生徒が以前の遂行と結果に
ついての分析から，自らの学習に対する現在のレ
ベルを評価する過程である。 I(並)目標設定と方
略計画」は生徒が学習課題を分析し，学習目標を設
定し，目標を達成する方略を計画する過程である。
ここでは， I ( i)自己評価とモニタリングjにお
ける自己評価をもとに，学習課題を分析し目標及
び方略を計画する。 I(出)方略実行とモニタリングJ
は生徒が構成された方略を実行し，その実行の正
確さを分析する過程である。 I(iv)方略結果のモニ
タリング」は生徒が学習結果と方略の効果を比較
し検討する過程である。また， (i) ~ (お)のそ
れぞ、れの方略を構想しモニタリングする能力は，
各ステッブりの循環を重ねる過程で、より強化される。
②理科授業において見られる自己調整学習
森本ら(2008)は理科授業における自己調整学習
の研究から次のような考えを述べている。自己の
考えを認識すること，すなわちメタ認知的モニタ
リングは，理科の知識の深化に役立つ。「酸化還元
反応について理解できてない。」といった認知につ
いての気付きゃ， I酸化や還元について，何となく
わかる。」といった認知についての感覚など，理科
の学習において自己の認知状態を分析することは，
科学的概念の獲得や概念構成に効果的である。ま
た「溶解の出且みについて理解しよう。Jといっ
た認知の目標設定や， Iこの問題から始めてみよ
う。」といった認知の計画など，認知をコントロー
ノレすることで，新たな場面での問題解決が可能に
なってくる。上述したメタ認知的モニタリングと
メタ認知的コントロールを密接に関連させること
で生徒の自律的な学習が生起してくる。
3 実践と結果
(1)中学校理科授業における自己調整学習の事例
教職専門実習I及びHにおける中学校理科の授業
実践を振り返り，実習の中でみられた自己調整学
習に関わる場面を以下に記す。
[事例1]A中学校第I学年単元:身の回りの物質
T では，各自今日¢授業のまとめを書いてみてください。
C) ・・・(しばらく考える様子)
今日って何したかわかんないんだけど…
(隣の生徒のプリントを覗き込む)
ああ，そうヵ、今日はこれやったんだった。
T C)さんl丈自分でまとめをつくってみてくださいね。
C1 はい。次からは書けるようにしたいです。
本時の学習のまとめを生徒自身に記述させた
場面である。C)は隣の生徒の様子を見て，どのよう
に書いているのかを観察した後，自らのまとめを
書き始めた。この事例を契機にC)は自らの学びの
内容を次第に記述できるようになった。
【事例2]B中学校第2学年単元:電流とその利用
T では，今日わかった「回路にかかる電圧」を紙を使って
モデルで表わしてみましょう。
C2 電圧つてなんだっけ・・目
C3 電圧はエネノレギーの差のことで「高さJで表わせるん
じゃなし、つけ?
凸高さってことは，紙を折るってこと?
C4 ってことは，こうすれば出来そうじゃないかな?
(C2とC3の話を聞いて)
C3 それは，こういうこと?
T おっ。この班は上手くモアノレを作れたみたいですね。
(生徒たちは得意げな様子)
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生徒自身によるモデノレ(乍成の場面である。生徒
は授業を振り返りながら話し合い，電圧を紙を用
いたモデルで表したo
4 考察
(1)自己調整学習のサイクルモデ、ルによる分析
①[事例1]の分析と考察
本時の学習をまとめる活動は，学習内容を振り
返り，自分自身がどの程度理解しているかを分析
するメタ認知活動である。これは，先の自己調整学
習のサイクルモデルの I(iv)方略結果のモニタリ
ング」に該当する。この分析を行う経験を重ねる
ことで，生徒のメタ認知能力が強化され，課題に対
する現在の自己の能力水準の分析を行う I( i )自
己評価とモニタリング」が促進される。そうすれ
ば，次の学習を行う際に，より自己分析に即した
I (並)目標設定と方略計画Jを構想、できる。
また，C)は隣の生徒のプリントを見るという代
理経験により効力期待が高まった。そのため，自ら
のまとめを書き始めることができたと考えられる。
加えて，C)はまとめを自らの力で行うという達
成経験を通して，次第に詳細な自己モニタリング
が行えるようになったと考えられる。よって，自己
調整学習のサイクノレが循環し始めたことがわかる。
②[事例2]の分析と考察
生徒がモデルを作成する活動は高次なメタ認
知能力が要求されるため，自己調整学習を進める
上で有効な手段である。まず生徒は， ( i )モデルを
作成する前に自らの理解を整理する必要があ
り， (姐)どのようなモデノレを使って， ~里解したこと
をより妥当に表現するのかを計画し，その方略を
模索する。そして， (出)自らの方略を分析しつつモ
デルを作成し， (iv)作成したモデノレを通して自ら
の認知を視覚化して方略結果を分析することがで
きる。これは自己調整学習のサイクルモデルと対
応している。そして，この過程で，逐次自己分析を
行わせることで学習意欲を喚起することができる。
また，最後の場面で教師による価値付けが行わ
れていることは生徒の自己分析を促進し， 自己調
整学習のサイクルを経験させる一助となっている。
(2)理論と実践の比較
自己調整学習の理論に基づいて生徒の思考を
洞察することで，より生徒の認知活動に注目した
働きかけを考えることができる。本研究で挙げた
事例でも，自己調整学習のサイクノレモデ、ノレで、表す
ように，生徒の行動の外面的ノレープが形成される
様子が観察された。しかし，生徒がそれぞれの場
面でどの程度詳細に自己分析を行うことが出来て
いたのかは検証することができなかった。この点
を明らかにしていく必要があると考える。
また， Zimmerman (2008)は自己効力感との相関
で，自己分析がより詳細になされるようになると
して，自己の I(iv)方略結果のモニタリング」を行
う際に，自己効力感の評価を同時に行わせること
を提案している。本研究では実施することができ
なかったが，「(iv)方略結果のモニタリンク、、」の際
に自己効力感の評価を意図的に同時に行わせるこ
とが考えられる。そのことで，方略結果の自己分
析を行う際に，どんな自己効力感を持っていた目
標が実際に達成されたのかという自覚を高めるこ
とができる。結果として生徒がより妥当な自己分
析ができるようになると考えられる。
5 到達点と課題
本研究では，自己調整学習の活用により生徒の
学習意欲の向上を目指した。中学校理科の実践を
通して得られた示唆を以下に示す。
0生徒に彼ら自身が思考したことを記述させ，整
理させることで，メタ認知を促進し自己調整学
習を喚起する。その結果，学習意欲の向上を図
ることが可能である。
O生徒によるモデル作成は高次のメタ認知を実現
し，自己調整学習が促進される。その結果，より
精微な知識が構成され，学習意欲を高めること
が可能である。
以上のことより，メタ認知の増強による内面的
変化，及びその後引き起こされる行動の外面的ル
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ープに注目した， 自己調整学習を喚起するための
働きかけにより，学習意欲が向上することが明ら
かとなった。なお，生徒の自己調整学習が前述のサ
イクノレで、循環し始めるようにするためには，場面
に応じた教師の働きかけが必要である。そして，
生徒が現在どの思考段階にいるのかを把握し，よ
り自己分析が促進されるような働きかけを構想す
ることが求められる。
「教師の暗黙知」と表象されるように，現場で
は経験則をもとに実践が行われている例も少なく
ない。理論に基づいた実践の分析を重ねることで，
より効果的な自己調整学習の在り方を模索してい
く必要がある。今後は，理論と実践の融合を目指し
さらなる「授業実践の理論化J及び「理論の実践J
を進めていくことが求められる。
注
1)ここでは，科学的リテラシーを，科学的理解と同
時に，科学的な見解を適用し，言困地について科学的
に考えることのできる能力として用いている。
2)ここでは，メタ認知能力を自分自身の認知行動
を把握できる能力として扱っているo
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